
生徒と先生は下の図を見ながら「どこが得意で、どこは苦手？」「時間が

かかるのはどれ？」と話し合い、生徒の個性を把握します。次にその個性

に応じた方法とスケジュールを定め、優先順位を明確にすることでレポー

トの質を高めます。「必要なスキル」はレポート作成の過程で身につける

べきもので、生涯自律的に学ぶための基本的なスキルです。

レポート作成の全体像
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振り返り1
テーマ
□テーマは明確か？
□テーマに独創性はあるか？
□テーマは意義深いか？
□生徒が納得したテーマか？
□大まかに論理が通りそうか？

□情報は正しいか？
□情報は客観的・科学的、かつ充分か？
□要素は必要で充分か？
□論理の矛盾はないか？
□論理的に分析されているか？

□表現は正しく効果的か？
□形式･体裁は正しいか？
□読みやすいか？
□出典･引用は誠実か？
□結論が明確で適切か？

振り返り3
表現

必要なスキル (ATLのスキル )※

協働スキル
整理整頓する ( 時間と作業を効果的に管理する ) スキル情動スキル 振り返りスキル

振り返り2
情報・要素・論理構造
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ラフスケッチ 構造をつくる 整理する 清書・完成

転移スキル 批判的思考スキル創造的思考スキル

左の  
チェック項目が

そのまま  
評価規準  

レポートが完成するまでの工程は一方向に流れるだけではありません。振

り返りによって欠点や矛盾や不足などに気づけば、前の作業に戻ります。

その繰り返しが完成度の高い価値あるレポートをつくります。振り返りの

質がレポートの質と価値を決定します。振り返り 1～3 のチェック項目は

そのまま評価規準として生徒たちの自己評価に使えます。
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※国際バカロレア (IB) における ATL(Approaches to Learning) より引用。
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